

























度から 16年度までの 3年間で大学発ベンチャーを 1000 社創出することを目標とした「大学発ベンチャ























　わが国の開業率は 1980 年代以降低下を見せ始め、企業数でみた開業率は 99年～ 2001 年では 3.1

















いる。それによると、創業希望者は 1977 年以降常に 100 万人を上回っており、最新の調査時点であ















資料：中小企業庁「創業環境に関する実態調査」（2001 年 12 月）
（注）複数回答のため合計は 100 を超える。



















































































ーである㈱ダブルスクエア（平成 15年 3月 31日設立）がある。同社がNTT ドコモの強い影響下にあ






























































































　フルークスは TOTO の開発要員だったＡ氏とＢ氏の 2人がスピンオフし、2001 年 4 月に資本金





















































































































































































成」事業を行っている。助成内容は、①一般枠：1件、1年度当たり 1,000 万円以内（助成期間：原則 2年以内）
②新産業創造枠：1件、1年度当たり 2,000 万円以内（助成期間：原則 2年以内）③ FS 枠：1件、1年度当た
り 100 万円以内（助成期間：1年以内）となっている。助成が受けられるかどうかは、応募に必要な書類を提
出後、それぞれ分野の専門家により技術面、マーケティング面、人物面などが総合的に評価され決定される。
⒄　 マイケル・E・ポーター『競争戦略論Ⅱ』ダイヤモンド社　1999 年、83ページ　
